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四
方
拝

○
属
星
拝
を
め
ぐ
っ
て

四
方
拝
は
、
元
日
の
早
朝
、
天
皇
が
、
清
涼
殿
の
東
庭
に
設
け
ら
れ
た
座
に

て
属
星
・
天
地
四
方
・
山
陵
を
拝
す
る
儀
式
。
道
教
系
の
星
辰
信
仰
、
為
政
者

の
礼
と
し
て
の
天
地
拝
、
先
祖
崇
拝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
か
な
り
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
統
合
し
た
元
旦
四
方
拝
が
国
家
の
公
式
行
事

と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
、
一
般
に
九
世
紀
前
半
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
存
の
儀
式
書
の
う
ち
、
最
も
早
く
四
方
拝
の
次
第
を
載
せ
る
の
は
『
内
裏

儀
式
』
と
さ
れ
る
。
当
書
は
、
記
述
内
容
の
一
部
に
、
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）

に
成
っ
た
最
初
の
勅
撰
儀
式
書
『
内
裏
式
』
よ
り
も
古
い
事
柄
を
含
み
、
一
説

（
１
）

に
『
内
裏
式
』
撰
述
の
た
め
の
原
資
料
を
集
め
た
も
の
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
内
裏
儀
式
』
の
記
事
を
四
方
拝
の
儀
式
次
第
の
初
見
と
し
て
重
視
す
る

な
ら
ば
、
必
然
的
に
、
儀
式
次
第
の
成
立
年
代
も
九
世
紀
前
半
と
目
さ
れ
る
こ

（
２
）

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
と
は
別
に
、
四
方
拝
の
成
立
を
、
や
や
遅
ら
せ
て
九
世
紀
末
の

頃
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

四
方
拝
の
次
第
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
内
裏
儀
式
』
に
初
め
て
見
え
る
が
、

『
内
裏
式
』
や
後
続
の
『
貞
観
儀
式
』
等
の
勅
撰
儀
式
書
に
は
、
少
な
く
と
も
現

存
本
に
拠
る
限
り
全
く
記
載
が
な
い
。
一
方
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
は
、
宇
多
天

（
３
）

皇
記
に
あ
り
と
し
て
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
正
月
朔
の
四
方
拝
を
濫
觴
と
す
る
。

ま
た
、
延
喜
年
間
（
九
〇
一
〜
九
二
三
）
ま
で
降
れ
ば
、
『
日
本
紀
略
』
に
元
旦

四
方
拝
の
記
録
が
あ
り
、
『
延
喜
掃
部
式
』
に
儀
式
装
束
に
関
す
る
記
事
が
載

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
四
方
拝
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
九
世
紀

末
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
た
の
は
十
世
紀
前
半
と

（
４
）

す
る
の
で
あ
る
。

四
方
拝
の
成
り
立
ち
や
内
容
に
関
し
て
は
、
既
存
の
研
究
に
拠
っ
て
も
、
容

易
に
は
解
決
し
難
い
問
題
が
、
未
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
を

解
く
重
要
な
手
掛
か
り
の
一
つ
が
、
四
方
拝
の
儀
式
次
第
の
初
見
と
さ
れ
る
『
内

裏
儀
式
』
の
記
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、
こ
の

記
事
そ
の
も
の
が
難
解
な
部
分
を
含
み
、
そ
の
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と

さ
え
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
ず
は
、
『
内
裏
儀
式
』
「
正
朔
拝
天
地
四
方
属
星
及
二
陵
式
」
の
全
文
を
以

下
に
掲
げ
る
。
併
せ
て
、
四
方
拝
の
儀
式
次
第
の
全
体
像
を
概
観
す
べ
く
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

二
九
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鶏
鳴
掃
司
設
御
座
三
所
。

一
所
此
拝
属
星
之
座
、
座
前
焼
香
置
華
燃
燈
。
一
所
此
拝
天
地
之
座
、
座

前
置
華
焼
香
〔
以
上
二
座
、
鋪
短
畳
、
拝
天
地
座
、
別
鋪
褥
〕
。
一
所
此
拝

陵
之
座
〔
鋪
畳
〕
。

天
皇
端
笏
、
北
向
称
所
属
之
星
名
字
〔
当
年
属
星
名
禄
存
字
禄
会
、
此
北

斗
第
三
之
星
也
〕
、
再
拝
。
呪
日
、

賊
寇
之
中
過
度
我
身
、　
　
　

毒
魔
之
中
過
度
我
身
、

危
厄
之
中
過
度
我
身
、　
　
　

毒
気
之
中
過
度
我
身
、

五
兵
口
舌
之
中
過
度
我
身
、　

五
危
六
害
之
中
過
度
我
身
、

百
病
除
愈
、
所
欲
従
心
、
急
々
如
律
令
。

次
北
向
再
拝
天
、
西
北
向
再
拝
地
、
以
次
拝
四
方
。

次
端
笏
遙
向
二
陵
両
段
再
拝
。

訖
掃
司
徹
（
筆
者
注
、
撤
力
）
御
座
、
書
司
却
香
華
。

早
朝
、
掃
部
司
の
役
人
に
よ
っ
て
、
三
座
の
設
営
が
な
さ
れ
る
。
属
星
を
拝

す
る
座
は
、
短
畳
を
敷
く
。
座
の
前
に
は
、
書
司
に
よ
り
、
香
・
華
・
燈
が
供

さ
れ
る
。
天
地
四
方
を
拝
す
る
座
は
、
短
畳
の
上
に
、
さ
ら
に
褥
を
敷
き
、
そ

の
前
に
香
華
を
供
す
る
。
山
陵
を
拝
す
る
座
は
、
畳
を
敷
く
。

刻
限
、
天
皇
は
北
向
き
に
着
座
し
て
笏
を
正
し
く
し
、
属
星
の
名
字
を
称
え

る
。
北
斗
七
星
の
う
ち
「
当
年
属
星
」
と
さ
れ
る
星
の
名
と
字
と
を
称
え
る
の

で
あ
る
。
そ
の
後
に
再
拝
し
、
我
が
身
が
様
々
の
災
厄
を
免
れ
る
よ
う
に
と
い

う
趣
旨
の
呪
文
を
唱
え
る
。
末
尾
の
「
急
々
如
律
令
」
は
、
道
教
系
の
呪
句
。

元
来
は
、
速
や
か
に
律
令
の
如
く
せ
よ
と
の
意
で
、
漢
代
公
文
書
の
常
套
句
で

あ
っ
た
と
い
う
。

次
に
、
天
皇
は
座
を
改
め
て
、
北
向
き
に
て
天
を
再
拝
し
、
西
北
向
き
に
て

地
を
再
拝
し
、
四
方
を
順
に
拝
す
る
。
次
に
、
座
を
改
め
て
笏
を
正
し
く
し
、

父
母
の
陵
を
遙
拝
す
る
。
こ
れ
は
四
度
拝
で
あ
る
。

三
〇

　

儀
式
が
終
わ
れ
ば
、
掃
部
司
と
書
司
と
に
よ
っ
て
座
の
し
つ
ら
い
は
撤
去
さ

れ
る
。

　

『
内
裏
儀
式
』
に
記
さ
れ
た
四
方
拝
の
次
第
は
、
十
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か

け
て
編
ま
れ
た
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
『
江
家
次
第
』
等
の
私
撰
儀
式
書
に
も
、

ほ
ぼ
同
様
の
形
で
載
る
。
例
え
ば
、
『
江
家
次
第
』
「
四
方
拝
事
」
の
記
事
に
つ

い
て
見
て
も
、
一
々
の
次
第
の
記
述
は
格
段
に
詳
細
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

大
筋
に
於
い
て
殆
ど
異
同
は
な
い
。
な
お
、
『
江
家
次
第
』
の
記
事
に
関
し
て

は
、
後
に
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

ま
た
四
方
拝
は
、
天
皇
の
公
的
な
儀
式
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
院
宮
・
摂
関

家
以
下
の
私
的
な
年
中
行
事
と
し
て
も
実
施
さ
れ
た
。
『
江
家
次
第
』
に
よ
れ

ば
、
「
関
白
四
方
拝
」
は
、
属
星
・
天
地
四
方
を
拝
し
た
後
に
「
氏
神
・
竈
神
・

先
聖
・
先
師
」
を
拝
す
る
。
ま
た
「
庶
人
儀
」
は
、
そ
の
他
に
「
大
将
軍
・
天

一
・
太
白
」
と
い
っ
た
陰
陽
道
系
の
神
と
「
墳
墓
」
と
を
拝
す
る
と
し
、
さ
ら

に
、
天
皇
・
関
白
の
儀
式
と
は
天
地
を
拝
す
る
際
の
方
角
が
異
な
る
と
し
て
い

る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
除
け
ば
、
関
白
・
庶
人
の
い
ず
れ
も
、
天
皇
の

四
方
拝
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
臣
下
の

儀
式
次
第
に
つ
い
て
も
、
日
記
等
の
記
録
類
を
見
る
限
り
、
後
世
に
大
き
な
改

変
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
四
方
拝
は
、
天
皇
の
儀
・
臣
下
の
儀
と
も
に
共
通
の
形
式
を

備
え
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
当
初
か
ら
後
世
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し

た
骨
格
を
保
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

し
な
べ
て
同
一
の
も
の
と
考
え
て
良
い
の
か
ど
う
か
、
変
遷
の
有
無
さ
え
も
明

確
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
本
項
で
は
、
四
方
拝
の
儀
式
の
う
ち
、
特
に
属
星
拝
の
次
第
を
採
り

上
げ
、
そ
の
内
容
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
主
た
る
テ
ー

マ
は
、
四
方
拝
に
於
い
て
拝
礼
の
対
象
と
な
っ
た
「
属
星
」
と
は
何
か
、
と
い
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う

こ
と

で

あ

る

。

最
初
に
、
『内
裏
儀
式
』
の
記
事

を
見
る
。
こ
れ
は
、
先
述

の
通
り
四
方
拝

の

次
第
に
関
す
る
最
も
占

い
資
料
で
あ
り
、
司
侍
に
最
も
難
解
な
資
料

で
も
あ
る
。

当
該
部
分
を
改
め
て
掲
げ

て
み
よ
う
。

天
皇
端
笏
、
北
向
称
所
属
之
星
名
字

〔当
年
属
星
名
禄
存
字
禄
会
、
此
北

斗
第
三
之
星
也
〕
、
再
拝
。
呪

曰
、
(後
略
)

天
皇
は
北
に
向
か
い
、
「所
属
之

星
」
即
ち
属
星

の
名
と
字
と
を
称
え
、
呪
文

を

称

え

る

。

そ

の
属

星

と

は

「当

年

属

星

」

で
あ

り

、

具
体

的

に

は

三

之

星

」

で
、

名

を

「禄

存

」

字

を

「禄

会

」

と

い
う

、

と

あ

る
。

「北
斗
第

四
方
拝

一
般

の
説
明
と
し
て
で
な
く
特
に

『内
裏
儀
式
』

の
属
星
拝
に

つ
い

て
解
説
し
た
も
の
は
、
決
し
て
多

く
は
な
い
。
所
功
氏
に
よ
れ
ば
、
『内
裏
儀

式
』
の
言
う

「属
星
」
と
は
、
北
斗

七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た
る
星
を
指
す
。

即
ち
、
北
斗
七
星
の
七

つ
の
星
に
十

二
支
を
配
し
、
そ

の
人

の
生
年
の
支
に
当

た
る
星
を
属
星
と
し
て
拝
す
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「当
年
属
星
」

の

「当
年
」
は

「当
代
天
皇
の
生
年

を
意
味
す
る
」
の
で

「お
そ
ら
く
延
暦
五

年
丙
寅
生
ま
れ
の
嵯
峨
天
皇
を
指
し

て
い
る
」
と
す
る
。

「北
斗
七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た

る
星
」
と
い
う

の
は
、
『内
裏
儀
式
』

の
記

事
に
限
ら
ず
四
方
拝

の

「属
星
」
に

つ
い
て
言
う
場
合

の
、
最
も

一
般
的
な
説

明
の
仕
方

で
あ
る
。
道
教
で
は
、
生
年

の
支
に
よ
り
北
斗
七
星

の

一
を

「属
星
」

或

い
は

「本
命
星
」
と
し
、
個
人

の

一
生
の
吉
凶
を
支
配
す
る
も
の
と
し
た
。

四
方
拝
に
組
み
込
ま
れ
た
属
星
拝
は
、
こ
う
し
た
道
教

の
星
辰
信
仰
に
基
づ
く

も
の
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

『内
裏
儀
式
』

の
記
事
に
つ
い
て
の
所
氏

の
解
釈
も
、

こ
の
道
教
系

の
北
斗
信
仰
、
「本
命

星
」
に
関
す
る
通
説
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『内
裏
儀
式
』
の
記
事

に
関
す
る
限
り
、
属
星
を

「北
斗
七
星

の
う

ち
生
年
に
あ
た
る
星
」
と
す
る
解
釈

に
は
、
如
何

に
も
腑
に
落
ち
な

い
部
分
が

残
る
。
天
皇
が
拝
す
る
の
は
確
か
に
北
斗
七
星

の
う
ち

の

一
と
さ
れ
て
は
い
る

が
、
「当
年
属
星
」
を
字
義
通
り
に
解
す
れ
ば
、
ど
う
考
え
て
も

「そ
の
年
の
属

星
」
と
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、

「当
年
属
星

(中
略
)、
此
北
斗
第
三
之
星
也
」
と

い
う
分
注

の
言
う
と
こ
ろ
は
、
「北
斗
七
星
の
う
ち
、
そ
の
年
の
属
星
に
あ
た
る

星
」
を
指
す
と
し
か
読
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

『内
裏
儀
式
』
の

「当
年
属
星
」
を
字
義
通
り
に
解
す
る
こ
と
は
、
か

つ
て
は

極
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
山
根
輝
実

の

『内
裏
儀
式
疑
義
弁
』
は
、

『内
裏
儀
式
』
に
関
す
る
藤
井
貞
幹
の
説

の

一
々
を
再
検
討
し
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
藤
井
は
、
四
方
拝
の

「属
星
」
の
記
事
を
論
拠
と
す
る
二
人

の

「先
輩
ノ
説
」
を
引

い
て

『内
裏
儀
式
』
の
成
立
年
代
を
考
証
し
て
い
る
。

一
つ

は

「
四
方
拝
ノ
注

二
、
成
年

ノ
属
星
ヲ
挙
タ
ル
」

こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
を
寛

平
二
年
庚
戌

の
元
旦
四
方
拝
に
基
づ
く
記
事

で
あ
る
と
し
た
説
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
同
じ
く
四
方
拝

の

「成
年
属
星
名
」
を
根
拠
に
、
『内
裏
儀
式
』
の
成

立
を
弘
仁
九
年
戊
戌
と
す
る
説

で
あ
る
。
こ
れ
ら

「先
輩
ノ
説
」
は
、
『内
裏
儀

式
』

の

「当
年
属
星
」
を
文
字
通
り

「そ
の
年
の
属
星
」
と
解
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
藤
井
は
、
そ
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
上
で
、
『内
裏
儀
式
』
寛
平
成

立
説
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
井

の
考
証
を
補
強
し
弘
仁
成
立
説
を
可

と
す
る
山
根
も
、件

の
属
星
に
関
す
る
解
釈
に
は
何
ら
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。

ま
た
最
近
で
も
、
『内
裏
儀
式
』
の
記
事

の
解
釈
と
し
て
で
は
な
く
四
方
拝

一

般

の

「属
星
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
で
あ
れ
ば
、
「北
斗
七
星

の
う
ち
、
そ

の
年

の
属
星
に
あ
た
る
星
」
と
い
う
説
を
採
る
論
者
も
あ
る
。
速
水
侑
氏
は
、

「北
斗
七
星
の
中
の
当
年
属
星
の
名
字
、例
え
ば
子
年
な
ら
そ
の
年

の
本
命
属
星

で
あ
る
貧
狼
星

の
字
、
司
希
神
子
を
七
遍
称
え
」
と

い
う
よ
う
に
、
北
斗
の

一

を

「そ
の
年

の
属
星
」
と
し
て
拝
す
る
と
し
て
い
る
。
四
方
拝

一
般
に

つ
い
て

の
解
説
で
は
あ
る
が
、
氏
の
注
記
に
あ
る
通
り
、
そ
の
説
明
の
仕
方
は

『内
裏

儀
式
』
の
記
事
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。

「当
年
属
星
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に

三
一
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な
る
が
、
少
な
く
と
も
『
内
裏
儀
式
』
の
そ
れ
を
「
生
年
」
で
は
な
く
「
そ
の

年
」
の
属
星
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
否
定
す
べ
き
理
由
は
見
あ
た
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

た
だ
、
四
方
拝
に
於
い
て
「
北
斗
七
星
の
う
ち
、
そ
の
年
の
属
星
に
あ
た
る

星
」
を
拝
す
る
と
い
う
の
は
、
実
際
に
は
、
『
内
裏
儀
式
』
の
他
に
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
の
例
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
四
方
拝
一
般
の
説
明
と
し
て
普
遍
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
な
ら
ば
、
通
説
の
よ
う
に
、
「
北
斗
七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た

る
星
」
が
属
星
拝
の
対
象
と
し
て
普
遍
的
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
実
は
こ
れ
も
、

そ
う
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
四
方
拝
に
於
い
て
拝
さ
れ
る
星
に
は
、
意
外
な

ほ
ど
に
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
し
ば
ら
く
、

そ
の
具
体
相
を
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

『
内
裏
儀
式
』
に
続
く
儀
式
書
の
中
で
も
、
『
江
家
次
第
』
は
北
斗
七
星
の
名

字
を
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
属
星
拝
の
内
容
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
貴

重
で
あ
る
。
『
江
家
次
第
』
「
四
方
拝
事
」
か
ら
、
属
星
拝
の
次
第
を
次
に
示
す
。

次
皇
上
於
下
拝
二
属
星
一
座
上
、
端
レ
笏
北
向
、
称
二
御
属
星
名
字
一
〔
七
遍
、
是

北
斗
七
星
也
〕

子
年
貧
狼
星
〔
字
司
希
神
子
〕

寅
・
戌
禄
存
星
〔
字
禄
会
子
〕

辰
・
申
廉
貞
星
〔
字
衛
不
隣
子
〕

午
年
破
軍
星
〔
字
持
大
景
子
〕

次
再
拝
、
呪
日
（
以
下
略
）

呪
文
は
省
略
し
た
が
、
『
内
裏
儀
式
』
の
そ
れ
に
、
ほ
ぼ
同
じ
。
文
句
の
順
序

丑
・
亥
巨
門
星

卯
・
酉
文
曲
星

巳
・
未
武
曲
星

〔
字
貞
文
子
〕

〔
字
微
恵
子
〕

〔
字
賓
大
恵
子
〕

や
用
語
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
他
、
『
内
裏
儀
式
』
に
な
い
「
厭
魅
呪
咀
之
中
過

度
我
身
」
と
の
一
句
が
入
る
。

『
江
家
次
第
』
の
次
第
は
、
大
枠
に
於
い
て
『
内
裏
儀
式
』
の
そ
れ
を
継
承
し

た
も
の
と
言
え
る
。
問
題
の
「
属
星
」
に
つ
い
て
は
、
北
斗
七
星
の
一
で
あ
る

三
二

と
言
う
の
み
で
『
内
裏
儀
式
』
の
よ
う
に
「
当
年
属
星
」
と
限
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
子
年
貧
狼
星
〔
字
司
希
神
子
〕
」
以
下
の
説
明
に
よ
っ
て
も
、

そ
れ
が
「
生
年
」
の
支
に
あ
た
る
星
を
指
す
も
の
か
、
或
い
は
「
当
年
」
の
支

に
あ
た
る
星
を
指
す
も
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
但
し
、
同
書
「
関

白
四
方
拝
」
の
記
事
に
は
、

端
レ
笏
北
向
称
二
属
星
名
字
一
七
遍

寅
年
人
〔
禄
存
星
、
字
禄
会
子
〕

未
年
人
〔
武
曲
星
、
字
賓
大
東
子
等
類
也
〕

次
再
拝
、
呪
日
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
関
白
の
属
星
が
生
年
の
支
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
先
の
「
四
方
拝
事
」
も
、
「
生

（
８
）

年
」
に
よ
り
配
属
さ
れ
る
北
斗
七
星
の
名
字
を
示
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
江
家
次
第
』
の
記
事
は
、
四
方
拝
の
「
属
星
」
が
「
北
斗
七

星
の
う
ち
生
年
に
あ
た
る
星
」
で
あ
る
と
い
う
通
説
を
裏
付
け
る
根
拠
と
も
な
っ

て
い
る
。

そ
し
て
勿
論
、
こ
う
し
た
解
釈
に
よ
る
属
星
拝
は
、
実
際
に
も
行
わ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
円
融
天
皇
の
四
方
拝
を
記
録
し
た
平
親
信
の
『
親
信
卿
記
』
天

禄
四
年
（
九
七
三
）
正
月
一
日
条
に
は
、

先
御
西
御
座
〔
属
星
、
有
褥
〕
、
北
向
称
日
、
武
曲
星
、
字
賓
太
東
子
、
即

再
拝
呪
日
、
呪
如
例

と
あ
る
。
円
融
の
生
年
は
天
徳
三
年
己
未
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
日
、
天
皇
は
、

未
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
北
斗
第
六
の
星
を
属
星
と
し
て
拝
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
『
江
家
次
第
』
の
編
者
で
あ
る
大
江
匡
房
の
『
江
記
』
寛
治
五
年
（
一

〇
九
一
）
正
月
一
日
条
に
も
、
「
今
朝
有
四
方
拝
事
」
と
し
て
堀
河
天
皇
の
拝
し

た
属
星
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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御
属
星
〔
己
辛
〕
、
武
曲
星
、
字
賓
大
東
子
也

注
記
に
は
「
己
辛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
大
日
本
史
料
』
も
指
摘
す
る
通

り
、
「
己
未
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。
堀
河
は
承
暦
元
年
己
未
の
生
ま
れ
で
あ

る
か
ら
、
『
江
家
次
第
』
の
記
事
の
如
く
、
生
年
の
支
に
よ
り
未
年
の
属
星
で
あ

る
北
斗
第
六
の
星
を
拝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
一
方
で
は
、
『
江
家
次
第
』
か
ら
、
さ
ほ
ど
隔
た
ら
ぬ
時
代
に
、
こ
れ
と

は
別
の
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
た
。
藤
原
忠
通
の
『
法
性
寺
関
白
記
』
保
安
四
年

（
一
一
二
三
）
正
月
一
日
条
に
は
、
属
星
拝
の
次
第
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

先
向
二
北
方
一
称
二
属
星
名
一
七
遍
〔
本
命
星
巨
文
星
、
藤
原
忠
通
生
年
丑
、

当
年
星
貞
文
子
、
未
レ
入
二
春
節
一
仍
用
二
去
年
属
星
一
也
〕
、
再
拝
称
レ
呪
如
レ

例
〔
一
遍
〕
、
畢
又
再
拝

忠
通
は
丑
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
巨
文
星
貞
文
子
、
即
ち
北
斗
第
二

の
星
を
「
本
命
星
」
と
し
て
拝
し
、
ま
た
、
同
じ
星
を
「
当
年
星
」
と
し
て
も

拝
し
た
。
「
当
年
星
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
節
分
以
前
で
あ
る
か
ら
「
去
年
属

星
」
を
採
用
し
た
と
い
う
。

こ
の
例
で
は
、
「
本
命
星
」
と
「
当
年
星
」
と
が
、
二
つ
な
が
ら
「
属
星
」
と

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
『
内
裏
儀
式
』
に
載
る
「
当
年
属
星
」
（
北
斗
七
星
の
う

ち
、
そ
の
年
の
属
星
と
さ
れ
る
星
）
と
、
『
江
家
次
第
』
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
属

星
」
（
北
斗
七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た
る
星
）
と
が
、
い
ず
れ
も
拝
礼
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
二
種
類
の
「
属
星
」
の
決
定
の
仕
方
、

具
体
的
に
は
、
北
斗
の
一
に
各
年
を
当
て
る
、
そ
の
配
分
の
仕
方
で
あ
る
。

忠
通
の
「
本
命
星
」
は
、
彼
が
丑
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
北
斗
第

二
の
星
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
『
江
家
次
第
』
に
記
さ
れ
た
北
斗
七
星
と
支
と
の

対
応
に
合
致
す
る
。
だ
が
、
「
当
年
星
」
を
同
じ
く
北
斗
第
二
の
星
と
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
の
支
に
よ
る
も
の
か
否
か
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
方

式
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
江
家
次
第
』
は
、
あ
く

ま
で
も
「
本
命
星
」
の
決
定
の
仕
方
を
記
し
た
の
で
あ
り
、
「
当
年
星
」
を
拝
す

る
場
合
は
、
ま
た
別
の
方
式
が
適
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
、
『
内
裏
儀
式
』
の
「
当
年
属
星
」
の
解
釈
に
関
し
て
、
藤
貞
幹
等
近
世

の
学
者
、
及
び
速
水
氏
の
説
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
『
江
家
次
第
』
に
載

る
「
生
年
の
支
」
と
星
と
の
対
応
を
、
そ
の
ま
ま
「
そ
の
年
の
支
」
と
星
と
の

対
応
と
見
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
忠
通
の
記
録
に
あ
る
「
当
年
星
」

は
、
そ
う
し
た
方
法
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
仮
に
、
そ
の
方
法
を
当

て
は
め
る
と
す
る
と
、
保
安
四
年
の
干
支
は
癸
卯
、
但
し
「
去
年
属
星
」
を
用

い
た
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
年
、
保
安
三
年
は
壬
寅
で
、
北
斗
第
三

星
の
禄
存
禄
会
子
が
該
当
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
異
な
る
か
ら
で
あ

る
。藤

原
兼
実
の
『
玉
葉
』
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
正
月
一
日
条
の
記
録
も
ま

た
、
忠
通
の
属
星
拝
と
同
様
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

先
向
レ
北
跪
く
唱
二
属
星
名
一
七
遍
〔
本
名
星
、
当
年
星
、
賓
太
童
子
〕
、
次
再

拝
、
次
呪
レ
星
云
々
、
次
又
再
拝

兼
実
も
や
は
り
「
本
名
星
（
本
命
星
）
」
と
「
当
年
星
」
と
を
、
と
も
に
属
星

と
し
て
拝
し
て
い
る
。
「
賓
太
童
子
（
賓
大
恵
子
）
」
は
北
斗
第
六
の
武
曲
星
で
、

こ
の
記
録
で
は
本
命
・
当
年
い
ず
れ
か
の
星
を
指
す
と
も
読
め
る
が
、
お
そ
ら

く
は
、
本
命
星
・
当
年
星
と
も
に
賓
大
恵
子
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
兼
実
の
生
年

は
久
安
五
年
己
巳
で
あ
る
か
ら
、
本
命
星
は
武
曲
星
賓
大
恵
子
。
先
の
忠
通
の

（
９
）

記
録
と
同
様
、
た
ま
た
ま
当
年
星
も
同
じ
星
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

忠
通
や
兼
実
の
記
録
に
見
ら
れ
る
「
当
年
星
」
の
内
容
に
関
し
て
は
、
そ
れ

が
北
斗
七
星
の
一
で
あ
り
、
そ
の
年
一
年
間
の
運
命
を
支
配
す
る
星
で
あ
る
と

い
う
こ
と
以
外
に
、
決
定
方
式
等
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
『
内
裏
儀

三
三
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式
』
の
「
当
年
属
星
」
と
の
関
係
、
即
ち
、
両
者
が
同
じ
も
の
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
も
、
北
斗
の
一
で
、
そ
の
年
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
い
う
共
通
項
の

外
に
手
掛
か
り
は
な
く
、
遺
憾
な
が
ら
確
か
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
。

さ
て
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
、
十
三
世
紀
の
間
は
、
四
方
拝
そ
の
も
の
は
存
続

し
た
も
の
の
、
属
星
の
名
字
ま
で
を
書
き
留
め
た
詳
細
な
記
録
が
見
当
た
ら
な

い
。貞

治
五
年
（
一
三
六
六
）
に
成
っ
た
『
年
中
行
事
歌
合
』
一
番
左
「
四
方
拝
」

の
判
詞
の
中
で
、
二
条
良
基
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

星
を
唱
る
と
詠
は
。
当
年
の
星
本
命
星
を
先
七
返
つ
つ
と
な
へ
給
事
に
や

と
そ
お
ぼ
ゆ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
四
方
拝
で
は
、
「
本
命
星
」
と
「
当
年
星
」
と
を
、

と
も
に
属
星
と
し
て
拝
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
形
態
で
あ
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

た
だ
、
こ
の
解
説
に
は
分
か
り
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
敬
語
を
用
い
て
い
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
良
基
は
特
に
天
皇
の
四
方
拝
に
つ
い
て
「
当
年
の

星
本
命
星
」
の
名
字
を
称
え
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
、
院
が
四

方
拝
に
於
い
て
「
本
命
星
」
の
み
を
拝
し
た
記
録
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『
花
園
天
皇
震
記
』
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）
正
月
一
日
条
、
及
び
元
応
三
年

（
一
三
二
一
）
正
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
花
園
院
は
四
方
拝
に
於
い
て
「
文
曲
星

微
恵
子
」
を
属
星
と
し
て
拝
し
た
。
院
は
永
仁
五
年
丁
酉
の
年
の
生
ま
れ
で
あ

り
、
『
江
家
次
第
』
に
載
る
と
こ
ろ
の
「
北
斗
七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た
る
星
」

を
属
星
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

或
い
は
、
良
基
は
、
当
時
の
摂
関
家
に
伝
え
ら
れ
た
属
星
解
釈
を
以
て
天
皇
・

院
の
そ
れ
を
も
類
推
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
江
家
次
第
』
に
も

見
え
る
よ
う
に
、
天
皇
四
方
拝
は
、
幼
主
の
時
は
出
御
な
し
と
い
う
の
が
習
い

で
あ
り
、
摂
関
の
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
と
い
う
事
情
が
働
い
て
い

三
四

（
１
０
）

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
良
基
が
『
年
中
行
事
歌
合
』
判
詞
に
言
う
と
こ

ろ
の
「
当
年
の
星
本
命
星
」
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
、
前
代
の
『
法
性
寺
関
白

記
』
や
『
玉
葉
』
の
そ
れ
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
期
に
は
既
に
、
本
命
・
当
年
の
二
種
類
の
属
星
の
う
ち
「
当
年
星
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
と
は
異
な
る
解
釈
が
、
実
際
に
行
わ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

少
し
時
代
は
降
る
が
、
四
方
拝
に
於
い
て
前
代
と
は
内
容
の
異
な
る
「
当
年

星
」
が
用
い
ら
れ
た
実
例
を
見
て
お
こ
う
。
も
と
も
と
日
記
の
類
で
は
、
四
方

拝
の
様
子
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
藤
原
宣
胤
の
『
宣
胤
卿
記
』
は
毎
年
恒
例
の
儀
式
に
つ
い
て

子
細
に
記
録
し
、
時
に
属
星
名
を
も
書
き
留
め
て
い
る
。
次
に
引
く
の
は
、
文

明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
条
、
属
星
拝
の
次
第
で
あ
る
。

向
北
講
（
筆
者
注
、
称
カ
）
属
星
名
号
七
遍
〔
南
无
禄
存
星
〕
、
再
拝
、
次

向
同
方
称
当
年
星
名
号
七
遍
〔
南
無
水
曜
星
〕
又
再
拝
〔
一
条
禅
閤
御
次

第
、
属
星
当
年
星
両
号
唱
之
後
再
拝
云
々
、
雖
然
存
懇
志
、
各
別
二
拝
了
〕
、

次
称
呪
文
、
其
詞
云
（
以
下
略
）

呪
文
は
省
略
し
た
が
、
『
江
家
次
第
』
の
そ
れ
と
殆
ど
同
文
で
、
『
江
家
次
第
』

で
は
「
万
病
除
癒
、
所
欲
随
心
」
と
あ
る
く
だ
り
が
、
『
内
裏
儀
式
』
と
同
じ
く

「
百
病
…
…
」
（
傍
点
筆
者
）
と
な
っ
て
い
る
だ
け
の
違
い
で
あ
る
。

、
、

、
、

宣
胤
は
嘉
吉
二
年
壬
戌
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
本
命
星
」
は
北
斗

第
三
の
禄
存
星
で
あ
る
。
一
方
、
「
当
年
星
」
を
水
曜
星
と
し
て
い
る
の
は
、
宣

胤
の
年
齢
に
よ
る
。
こ
の
年
、
彼
は
三
九
才
だ
が
、
そ
の
年
齢
の
人
の
一
年
間

慎
む
べ
き
星
が
水
曜
星
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
密
教
系
の
星
辰
供
に
於
け
る
「
属
星
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
密
教
や
宿
曜
道
で
は
、
「
属
星
」
に
は
「
本
命
星
」
と
「
当
年
星
」
と
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が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
二
つ
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
本
命
星
」
は

「
北
斗
七
星
の
う
ち
生
年
に
あ
た
る
星
」
で
、
個
人
の
一
生
を
決
定
す
る
も
の
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
当
年
星
」
は
「
九
執
」
（
日
月
火
水
木
金
土
の
七
曜
に
羅
睺
・

計
都
の
二
星
を
加
え
る
）
の
一
で
、
年
齢
に
よ
り
一
年
間
そ
の
人
の
運
命
を
支

（
１
１
）

配
す
る
星
と
し
た
。
即
ち
、
密
教
系
の
「
当
年
星
」
は
九
執
に
関
わ
る
概
念
で

あ
っ
て
、
こ
れ
と
北
斗
七
星
と
が
直
接
に
結
び
付
く
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

密
教
に
は
、
も
と
も
と
星
辰
信
仰
の
要
素
は
な
く
、
十
世
紀
中
頃
に
陰
陽
道

を
介
し
て
こ
れ
を
導
入
し
た
と
さ
れ
る
。
陰
陽
道
で
は
、
早
く
か
ら
道
教
の
北

斗
祭
祀
を
取
り
入
れ
て
属
星
祭
を
行
っ
て
い
た
が
、
密
教
に
於
け
る
種
々
の
星

辰
供
は
、
「
本
命
宿
」
「
本
命
宮
」
と
い
っ
た
密
教
本
来
の
概
念
に
、
北
斗
七
星

を
「
本
命
星
」
と
す
る
道
教
や
陰
陽
道
の
星
辰
信
仰
を
習
合
さ
せ
て
成
立
し
た

（
１
２
）

も
の
と
い
う
。

九
執
の
一
を
当
年
星
と
す
る
属
星
の
概
念
は
、
十
二
世
紀
の
頃
に
は
既
に
、

密
教
系
の
星
辰
供
や
宿
曜
勘
文
等
を
通
し
て
、
一
般
に
も
十
分
に
知
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
十
二
世
紀
末
の
成
立
と
さ
れ
る
『
二
中
歴
』
第
五

「
属
星
歴
」
は
、
「
当
年
星
」
の
項
目
を
立
て
て
、
九
執
と
年
齢
と
の
対
応
を
次

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

羅
睺
星
凶
〔
一　

十　

十
九　

廿
八　

卅
七　

四
十
六　

五
十
五

六
十
四　

七
十
三　

八
十
二　

九
十
一　

百
〕

土
曜
凶
〔
二　

十
一　

廿　

廿
九　

卅
八　

四
十
七　

五
十
六　

六
十
五

七
十
四　

八
十
三　

九
十
二　

百
一
〕

水
曜
凶
〔
三　

十
二　

廿
一　

卅　

卅
九　

四
十
八　

五
十
七　

六
十
六

七
十
五　

八
十
四　

九
十
三　

百
二
〕

金
曜
凶
〔
四　

十
三　

廿
二　

卅
一　

四
十　

四
十
九　

五
十
八

六
十
七　

七
十
六　

八
十
五　

九
十
四　

百
三
〕

日
曜
吉
〔
五　

十
四　

廿
三　

卅
二　

四
十
一　

五
十　

五
十
九

六
十
八　

七
十
七　

八
十
六　

九
十
五　

百
四
〕

火
曜
凶
〔
六　

十
五　

廿
四　

卅
三　

四
十
二　

五
十
一　

六
十

六
十
九　

七
十
八　

八
十
七　

九
十
六　

百
五
〕

計
都
凶
〔
七　

十
六　

廿
五　

卅
四　

四
十
三　

五
十
二　

六
十
一

七
十　

七
十
九　

八
十
八　

九
十
七　

百
六
〕

月
曜
吉
〔
八　

十
七　

廿
六　

卅
五　

四
十
四　

五
十
三　

六
十
二

七
十
一　

八
十　

八
十
九　

九
十
八　

百
七
〕

木
曜
吉
〔
九　

十
八　

廿
七　

卅
六　

四
十
五　

五
十
四　

六
十
三

七
十
二　

八
十
一　

九
十　

九
十
九　

百
八
〕

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
当
年
星
の
決
定
方
法
は
、
人
の
年
齢
を
、
一
才
か
ら
始
め

て
羅
睺
・
土
・
水
・
金
・
日
・
火
・
計
都
・
月
・
木
の
順
に
、
繰
り
返
し
当
て

は
め
て
行
く
の
で
あ
る
。

『
宣
胤
卿
記
』
の
記
事
に
戻
る
と
、
文
明
十
二
年
、
三
九
才
の
宣
胤
が
水
曜
星

を
当
年
星
と
し
た
の
は
、
『
二
中
歴
』
に
載
る
九
執
と
年
齢
と
の
対
応
に
一
致
す

る
。
試
み
に
、
別
の
年
の
記
事
か
ら
宣
胤
の
年
齢
と
彼
の
用
い
た
当
年
星
の
名

号
を
取
り
出
し
て
み
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
全
て
『
二
中
歴
』
の
記
事
と
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
四
〇
才
、
金
曜
星

長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
四
八
才
、
水
曜
星

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
六
一
才
、
計
都
星

永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
七
六
才
、
金
曜
星

密
教
系
の
当
年
星
の
概
念
は
、
『
二
中
歴
』
の
頃
に
は
既
に
流
派
を
越
え
た
も

の
と
し
て
確
立
し
、
以
来
、
中
世
を
通
じ
て
一
般
に
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
四
方
拝
に
於
い
て
拝
礼
の
対
象
と
な
っ
た
「
属
星
」
に
つ
い
て
、
ほ

ぼ
年
代
を
追
う
形
で
、
そ
の
様
相
を
見
て
来
た
。
も
う
一
度
、
こ
れ
を
簡
単
に

三
五



佐 藤 厚 子

整

理

し

て
み

る
と

、

以

下

の

よ

う

に

な

る
。

九
世
紀
前
半
の
成
立
と
さ
れ
る

『内
裏
儀
式
』

で
は
、
天
皇
は
北
斗
の

一
を

「当
年
星
」
と
し
て
拝
礼
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
道
教

の
北
斗
信
仰
に

基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次

い
で
、
十
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
に
か

け
て
は
、
儀
式
書
や
諸
日
記
等

に
よ
り
、
天
皇
・臣
下
と
も
に
北
斗

の

一
を

「本

命
星
」
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『内
裏
儀
式
』
の
そ
れ
と
は
対
象
を
異
に

す
る
が
、

こ
れ
も
基
本
的
に
は
道
教

・
陰
陽
道
系

の
北
斗
信
仰
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

一
方
、
十
二
世
紀
の
記
録

に
拠
れ
ば
、
摂
関
家
で
は
、
北
斗
の

「本
命

星

」

と

「当

年

星

」

と

を

、

と

も

に

拝

す

る

こ
と

も

行

わ

れ

て

い
た

。

但
し
、
四
方
拝
を
離
れ
れ
ば
、

こ
の
頃
に
は
既
に
、
北
斗
で
は
な
く
九
執

の

一
を
当

て
る
密
教
系

の

「当
年
星

」
の
概
念
が
広
く
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
う
し
た
流
れ
を
承
け

て
、
十
四

・
五
世
紀
に
は
、
密
教
系

の
属
星

の
概
念

に
基
づ
き

「本
命
星
」
と

「当
年
星
」
と
を
拝
す
る
こ
と
が
、
摂
関

・

庶
人

の
間
で
は

一
般
的
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
の
記
録

に
拠
れ
ば
、
院

の
四
方
拝
で
は
依

然
と
し
て
密
教
系

の
概
念
を
用
い
ず
、
北
斗

の

一
を

「本

命

星

」

と

し

て
拝

し

て

い
た

よ

う

で
あ

る
。

わ
ず
か
な
資
料

に
よ
る
観
察

で
は
あ
る
が
、

こ
う
し
て
見
る
と
、
四
方
拝

の

「属
星
」
の
内
容
が
、
時
代
に
よ
っ
て

一
定

の
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
う
。
極
め
て
大
ま
か
な
括
り
方
を
す
れ
ば
、
道
教
や
陰
陽
道
に
よ
る
北

斗
七
星
の
信
仰
を
中
心
と
す
る
も

の
が
、
密
教

の
浸
透
に
よ
り
、
徐
々
に
密
教

独
自

の
方
式
を
前
面

に
押
し
出
し
た
も
の

へ
と
変
わ
っ
て
行
く
と
い
う
変
化

で

あ

る

。
尤
も
、
そ
う
し
た
変
化

の
道
筋

そ
の
も

の
は
、
道
教
や
陰
陽
道
と
密
教
と
の

歴
史
的
な
力
関
係
か
ら
、
十
分
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
む
し
ろ
興
味
深

い
の
は
、
そ

の
変
化

の
過
程
が
意

外
な
ほ
ど
緩
慢
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
緩
慢
さ
の
印
象
は
、
天
皇

・
院
の
場
合
に
は
殊
に
甚
だ
し
い
。

三
六

既
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
北
斗
と
は
無
関
係
な
密
教
系

の

「当
年
星
」
の
概
念
は
、
星
辰
供
や
宿
曜
勘
文
の
盛
行

に
よ
り
、
遅
く
と
も

十
二
世
紀

の
段
階
で
、
か
な
り

一
般
に
浸
透
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
十

一
世
紀

以
降
の
日
記

に
は
、
特
に
日
蝕

・
月
蝕
に
際
し
て
、
宿
曜
勘
文
の
進
め
ら
れ
た

例
が
多
数
見
え
る
。
日

・
月
蝕
が
、
本
命
曜
等

の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
上

の
位
置
で

起
こ
る
と
予
測
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
人

の
身
に
災
厄

の
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
当
年
星
が
日
曜

・
月
曜
に
当
た
る
場
合

に
は
、
日

・
月
蝕
に

よ
る
危
険
は
殊
に
重
大

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
天
皇
や
摂
関
を
始
め
と
す
る
貴
族

た
ち
に
と
っ
て
、
実
際

に
目
の
当
た
り
に
す
る
天
変

の
影
響
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
も
、
「当
年
星
」
レ
ベ
ル
の
宿
曜
の
基
礎
知
識
は
、
こ
の
頃
か
ら
既
に
必
須

の
も

の

で
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る

。

こ
の
よ
う
に
、
密
教
系
の

「当
年
星
」
の
概
念
が
早
く
か
ら

一
般

に
身
近
な

も

の
と
な
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
四
方
拝
に
於

い
て
は
、
十
二
世
紀
後
半

の
摂
関
家
で
未
だ
北
斗
の

一
を

「当
年
星
」
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、

院
の
四
方
拝
に
つ
い
て
は
、
十
四
世
紀
前
半
に
至

っ
て
も
、
な
お
密
教
系
の
知

識
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
北
斗

の

一
を

「本
命
星
」
と
し
て
拝
し
て
い
る
。

こ

れ
に
は
、
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
面
は
、
そ
の
現
象
を
指
摘
す
る
以
上
に
、
背
後

の
事
情
ま
で
立
ち
至

っ
て

分
析
す
る
だ
け
の
準
備
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
安
易
を
承
知

の
上
で

一
つ
の
推

測

を
述

べ
、

と

り

あ

え

ず

は
、

本

項

の
ま

と

め

と

し

て

お
く

。

四
方
拝
は
元
旦

の
恒
例
儀
式
と
し
て
成
立
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
皇
や
摂
関

を
始
め
と
す
る
貴
族
た
ち
が

「属
星
」
を
拝
し
、
或

い
は
こ
れ
を
祭
り
供
養
す

る
機
会
は
、
よ
り
日
常
的
に
あ
っ
た
。
陰
陽
道

・
密
教
の
星
辰
祭

・
星
辰
供
や

宿
曜
勘
文

の
盛
行
も
、
当
時
の
貴
族
等

の
日
常
的
な
関
心
に
応
じ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
目
前

に
迫
る
身
体

の
危
機
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
切
実
な

営
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
方
拝
は
、
必
ず
し
も
緊
急

の
要

に
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対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
前
代
の
定
式
を
踏
襲
す
る
傾
向
を
も
強
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
天
皇
・
院
や
摂
関
の
元
旦
四
方
拝
は
、
半
ば
公
的
な
行
事
と
し
て

早
く
か
ら
形
式
化
し
、
そ
の
た
め
に
古
式
を
保
つ
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
十
二
世
紀
当
時
、
四
方
拝
の
儀
式
に
陰
陽
道
の
要
素
が
色
濃
い
こ

と
は
、
『
江
家
次
第
』
の
「
庶
人
儀
」
に
見
て
取
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
大
将
軍
・

天
一
・
太
白
」
と
い
っ
た
陰
陽
道
な
ら
で
は
の
神
々
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

当
時
の
天
皇
や
貴
族
等
が
日
常
的
に
畏
れ
慎
ん
だ
神
々
で
あ
る
。
だ
が
『
江
家

次
第
』
「
関
白
四
方
拝
」
で
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
当
世
風
の
身
近
な
神
々
が
登

場
す
る
こ
と
は
な
く
、
陰
陽
道
系
の
神
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
「
竈
神
」
の
み

が
拝
礼
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
皇
の
四
方
拝
で
は
、
そ
れ
さ
え
も

な
く
、
九
世
紀
の
『
内
裏
儀
式
』
に
記
さ
れ
た
次
第
の
ま
ま
、
属
星
．
天
地
四

方
・
二
陵
を
拝
す
る
の
み
の
儀
式
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
公
的
な
地
位
に
あ
る
人
物
の
儀
式
が
、
主
催
者
の
地
位
ゆ
え
に
公

的
な
色
彩
を
帯
び
、
日
常
性
を
排
除
し
て
形
式
化
す
る
、
そ
の
一
例
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
恒
例
行
事
と
し
て
緊
急
性
を
欠
く
四
方
拝
に
は
、
そ
う
し
た
形
式

化
の
動
機
が
、
殊
に
強
く
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

注
（
1
）　

所
功
氏
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
「
『
内
裏
式
』
の

成
立
」
を
参
照
。

（
2
）　

所
氏
著
書
（
注
1
）
第
二
篇
第
一
章
「
元
旦
四
方
拝
の
成
立
」
、
山
中
裕
氏

『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
第
二
章
一
「
春
の
行
事
」
等
を
参
照
。

（
3
）　

『
年
中
行
事
秘
抄
』
「
元
日
四
方
拝
事
」
。
当
該
部
分
は
「
寛
平
二
年
正
月
朔
四

方
拝
云
々
。
向
二
乾
方
一
拝
二
后
土
及
五
星
一
。
見
二
御
記
一
。
」
と
あ
る
。
「
后
土
」
と

は
国
土
の
神
。
ま
た
「
五
星
」
と
は
、
『
二
中
歴
』
第
五
「
乾
象
歴
」
に
よ
れ
ば

火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
五
星
の
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）　

速
水
侑
氏
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
第
一
章
第
二
節
三
「
私
的
修
法
の
発

生
」
、
金
指
正
三
氏
『
星
占
い
星
祭
り
』
第
四
章
二
「
北
斗
に
対
す
る
諸
祭
」
等

を
参
照
。

（
5
）　

注
2
の
所
氏
著
書
に
同
じ
。

（
6
）　

山
根
輝
実
は
伴
信
友
門
下
の
国
学
者
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
八
才
で
没
。

（
7
）　

注
4
の
速
水
氏
著
書
に
同
じ
。
金
指
氏
（
注
4
）
に
も
、
四
方
拝
一
般
に
つ

い
て
同
様
の
解
説
が
あ
る
。
氏
は
特
に
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
お
そ
ら

く
『
内
裏
儀
式
』
の
記
事
の
解
釈
か
ら
導
か
れ
た
説
明
の
仕
方
で
は
な
い
か
と

思
う
。
な
お
、
『
古
事
類
苑
』
『
国
史
大
事
典
』
等
は
、
四
方
拝
に
つ
い
て
「
そ

の
年
の
属
星
」
を
拝
す
る
と
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
そ
れ
が
北
斗
七
星
の
一
で

あ
る
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

（
8
）　

藤
原
師
輔
の
『
九
条
殿
遺
誠
』
に
も
、
北
斗
七
星
と
支
と
の
対
応
が
『
江
家

次
第
』
の
そ
れ
と
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
旦
四
方
拝
で
は
な
く

日
課
と
し
て
の
属
星
拝
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
『
江
家
次
第
』
に
載
せ
る
属

星
の
決
定
方
式
が
前
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
四
方
拝
に
用
い
る

属
星
の
考
え
方
と
し
て
も
特
に
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
9
）　

ち
な
み
に
、
文
治
四
年
の
干
支
は
戊
申
、
前
年
の
干
支
は
丁
未
で
あ
る
。
も

し
、
忠
通
の
場
合
と
同
様
に
、
兼
実
が
前
年
の
属
星
を
用
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

記
録
さ
れ
た
当
年
星
「
賓
大
恵
子
」
は
『
江
家
次
第
』
に
載
る
星
と
支
と
の
対

応
に
も
合
致
す
る
。
但
し
、
『
日
本
暦
日
原
典
』
に
拠
れ
ば
、
こ
の
年
は
元
日
が

立
春
に
当
た
る
の
で
、
「
賓
大
恵
子
」
が
前
年
の
当
年
星
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
。

（
1
0
）　

同
じ
判
詞
に
「
大
か
た
昔
は
す
ゑ
ざ
ま
の
人
。
殿
上
の
侍
臣
な
ど
も
。
四
方

拝
を
ば
し
け
る
に
や
。
今
は
内
裏
仙
洞
摂
関
大
臣
な
ど
の
外
は
。
さ
る
事
も
な

き
也
。
」
と
も
あ
る
。
天
皇
・
院
宮
・
摂
関
家
以
外
の
庶
人
の
四
方
拝
は
徐
々
に

廃
れ
、
現
在
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
疑
問
は
残
る
。
後
述
の
如
く
、
十
五
世
紀
後
半
、
中
御
門
流
の
藤
原
宣
胤

三
七
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が
実
際
に
四
方
拝
を
行
っ
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
１
）　

注
4
の
速
水
氏
著
書
、
及
び
『
密
教
大
辞
典
』
等
を
参
照
。

（
1
2
）　

山
下
克
明
氏
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
第
三
部
第
一
章
「
密
教

星
辰
供
の
成
立
と
道
教
」
を
参
照
。

な
お
、
密
教
の
星
辰
供
の
う
ち
「
元
辰
供
」
は
、
仁
海
（
永
承
元
年
、
一
〇

四
六
、
九
四
才
で
没
）
の
『
小
野
六
帖
』
「
宿
曜
私
記
」
に
拠
れ
ば
、
元
辰
方
に

あ
た
る
仏
菩
薩
天
の
他
、
北
斗
の
一
で
あ
る
「
本
命
星
」
と
九
執
の
一
で
あ
る

「
当
年
星
」
と
を
併
せ
供
養
す
る
も
の
と
い
う
。
注
4
の
速
水
氏
著
書
を
参
照
。

（
1
3
）　

例
え
ば
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
七
月
十
六
日
条
に
「
夜
月
蝕

皆
既
〔
丑
寅
時
〕
、
天
晴
正
現
、
依
為
当
年
星
致
慎
、
今
夜
不
出
仕
、
宿
曜
勘
文

云
、
本
命
曜
並
当
年
星
也
、
近
者
百
日
之
中
、
遠
者
十
六
ヶ
月
中
病
事
口
舌
、

其
慎
重
者
」
と
あ
る
。
藤
原
宗
忠
は
康
平
五
年
壬
寅
の
生
ま
れ
で
、
『
拾
芥
抄
』

に
拠
れ
ば
本
命
曜
は
金
曜
。
月
蝕
は
金
曜
の
位
置
で
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
た
ら

し
い
。
加
え
て
、
彼
は
こ
の
年
三
五
才
で
当
年
星
は
月
曜
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

年
の
月
蝕
は
特
に
危
険
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
記
の
永
久
二
年
（
一

一
一
四
）
正
月
十
四
日
条
に
は
「
臨
亥
刻
天
已
晴
、
定
知
有
皆
既
蝕
、
上
皇
今

年
御
年
六
十
二
、
御
当
年
星
也
、
而
雲
膚
重
掩
、
月
蝕
不
見
、
兼
御
祈
之
所
致

也
」
と
あ
る
。
六
二
才
の
白
河
院
の
当
年
星
は
月
曜
で
あ
っ
た
の
で
、
月
蝕
の

影
響
が
特
に
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
日
月
蝕
勘
文
に
つ
い
て
は
山
下
氏
著
書
（
注
1
2
）
の
第
三
部
第
二
章

「
宿
曜
道
の
形
成
と
展
開
」
を
参
照
。
当
年
星
が
日
・
月
に
当
た
る
場
合
に
日
・

月
蝕
の
慎
み
が
重
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
順
徳
天
皇
撰
『
禁
秘
抄
』
「
日
月
蝕
」

に
、
そ
の
旨
の
記
述
が
あ
る
。

（
1
4
）　

『
中
外
抄
』
下
五
一
話
に
拠
れ
ば
、
藤
原
忠
実
は
、
道
長
・
頼
通
等
の
「
古

人
」
は
宿
曜
勘
文
を
用
い
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
摂
関
家
に
記
録
が
伝

わ
ら
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』

長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
七
月
十
六
日
条
に
、
道
長
の
も
と
に
行
年
勘
文
が
進

め
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
『
中
外
抄
』
の
談
話
は
、
む
し
ろ
、
忠
実
の
時

代
、
十
二
世
紀
半
ば
に
於
け
る
宿
曜
勘
文
の
浸
透
ぶ
り
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

○
宮
中
の
儀
式
世
界
と
後
醍
醐
天
皇

三
八

　

本
項
で
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
四
方
拝
の
記
事
を
採
り
上
げ
る
。
本
文
を

辿
り
つ
つ
、
儀
式
次
第
の
細
部
を
始
め
前
項
で
扱
う
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
事

柄
に
触
れ
、
併
せ
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
事
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
と
す
る
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
四
方
拝
の
記
事
は
、
清
涼
殿
東
庭
に
官
人
等
が
御
座
を

設
営
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

春
を
む
か
ふ
る
程
は
、
内
わ
た
り
な
べ
て
こ
と
し
げ
け
れ
ば
、
い
づ
く
を

は
じ
め
な
る
べ
し
と
も
わ
き
が
た
き
様
な
れ
ど
、
所
々
の
御
装
束
ど
も
、

と
の
も
り
・
か
も
り
の
女
孺
ど
も
、
さ
わ
が
し
く
い
そ
ぎ
と
ゝ
の
へ
た
る

に
、
つ
ゐ
な
は
て
ゝ
砌
の
と
も
し
火
ど
も
か
す
か
に
見
え
わ
た
る
程
、
四

方
拝
の
御
装
束
い
そ
が
す
め
り
。
事
行
ふ
蔵
人
、
こ
と
ね
り
や
う
の
も
の
、

声
々
こ
と
に
つ
き
た
る
も
、
を
り
か
ら
所
え
た
り
が
ほ
な
り
。

年
の
暮
れ
晦
日
の
夜
か
ら
正
月
元
日
に
か
け
て
、
宮
中
の
恒
例
行
事
は
数
多

い
。
晦
日
の
戌
刻
に
始
ま
る
追
儺
の
後
、
元
旦
寅
刻
か
ら
四
方
拝
、
そ
の
後
、

御
薬
を
供
す
る
儀
・
小
朝
拝
・
元
日
節
会
と
行
事
が
続
く
。
追
儺
の
後
に
小
規

模
な
除
目
（
追
儺
除
目
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
年
が
ど
の
儀
式
を

区
切
り
と
し
て
終
わ
る
の
か
、
ど
の
儀
式
を
以
て
年
が
明
け
る
と
す
る
の
か
、

そ
れ
さ
え
も
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
に
、
あ
れ
こ
れ
の
儀
式
が
連
続
す
る
。
本

文
に
「
い
つ
く
を
は
じ
め
な
る
べ
し
と
も
わ
き
が
た
き
様
な
れ
ど
」
と
い
う
の

は
、
そ
う
し
た
心
慌
た
だ
し
い
年
越
し
の
様
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
立
て
込
ん

だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
立
ち
働
い
て
い
る
の
は
、
暮
れ
の

う
ち
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
の
儀
式
の
設
営
に
奔
走
し
て
い
る
「
と
の
も
り
・
か
も

り
の
女
孺
ど
も
」
を
始
め
、
諸
司
官
人
等
で
あ
る
。
新
春
を
迎
え
る
宮
中
の
風

景
、
浮
き
立
つ
よ
う
な
そ
の
空
気
が
、
忙
し
く
奉
仕
す
る
諸
司
の
姿
や
声
や
物
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音
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
る
。

や
が
て
、
そ
の
中
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
る
の
が
、
四
方
拝
の

装
束
を
急
ぐ
官
人
等
の
近
景
。
南
殿
か
ら
清
涼
殿
の
内
ま
で
瑚
に
沿
っ
て
揺
ら

め
く
灯
火
の
連
な
り
に
、
追
灘
の
名
残
も
未
だ
消
え
や
ら
ぬ
頃
、
清
涼
殿
の
東

庭
で
は
、
天
皇
自
ら
新
た
な
年
の
安
穏
を
祈
る
儀
式
の
、
そ
の
た
め
の
準
備
が

始
ま
っ
て
い
る
。
行
事
蔵
人
を
先
頭
に
、
官
人
等
は
下
役
の
者
等
を
急
が
せ
な

が
ら
次
々
と
的
確
な
指
示
を
下
し
て
行
く
。
甲
斐
甲
斐
し
く
立
ち
働
く
姿
か
ら

は
、
年
の
始
め
の
晴
れ
の
役
目
に
奉
仕
す
る
彼
ら
の
誇
ら
し
さ
が
見
て
取
れ
る

よ
う
で
は
な
い
か
、
と
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
に
於
い
て
、
こ
の
よ
う
な
文
章
は
、
お
よ
そ
特
異
な
も
の

と
言
え
る
。
特
異
で
あ
る
と
は
、
珍
し
く
叙
情
的
な
そ
の
文
体
、
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
、
諸
司
官
人
の
奉
仕
の
様
を
描
く
視
線
の
細
や
か
さ
に
つ
い
て
言
う

の
で
あ
る
。
そ
の
視
線
は
、
確
か
に
、
官
僚
組
織
を
率
い
る
国
家
の
長
と
し
て

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
超
越
者
の
視
線
で
は
な
く
、

働
く
者
等
と
同
一
の
地
平
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

宮
廷
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
世
界
を
共
有
す
る
仲
間
に
対
す
る
暖
か
み
の
よ
う
な

も
の
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
順
を
逐
っ
て
考
え

て
み
よ
う
。

　

儀
式
開
始
以
前
の
諸
司
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
儀
式
書
が
四
方
拝

の
次
第
を
記
す
場
合
の
、
一
つ
の
定
式
で
あ
る
。
ま
た
、
庶
人
の
私
的
な
四
方

拝
で
は
な
く
、
国
家
儀
式
と
し
て
の
天
皇
の
四
方
拝
や
、
公
的
な
地
位
に
あ
る

院
・
摂
関
の
四
方
拝
を
記
す
場
合
に
特
有
の
叙
述
方
法
で
も
あ
る
。

　

『
内
裏
儀
式
』
か
ら
『
江
家
次
第
』
に
至
る
ま
で
、
勅
撰
・
私
撰
の
儀
式
書

は
、
天
皇
に
御
湯
を
供
し
、
或
い
は
舞
台
装
置
を
設
営
す
べ
し
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
書
き
起
こ
し
、
刻
限
到
れ
ば
天
皇
出
御
、
本
番
と
し
て
の
儀
式
が
開
幕
す

る
と
い
う
叙
述
方
法
を
、
一
つ
の
定
式
と
し
て
来
た
。
儀
式
書
の
次
第
と
は
、

元
来
、
組
織
と
し
て
の
国
家
が
儀
式
を
遺
漏
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
、
そ
の
手

順
を
記
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
官
人
日
記
の
類
は
、
基
本
的
に
、
組
織
に
於
け
る
個
々
の

〝
職
″
に
関
わ
る
記
録
で
あ
る
。
従
っ
て
、
組
織
と
は
無
関
係
な
と
こ
ろ
で
、
記

主
が
私
的
に
行
っ
た
四
方
拝
の
記
録
を
、
家
人
等
に
よ
る
奉
仕
の
記
事
か
ら
始

め
る
こ
と
は
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、

私
的
な
四
方
拝
に
つ
い
て
日
記
に
詳
述
す
る
例
そ
の
も
の
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
、
同
じ
理
由
か
ら
、
記
主
が
天
皇
や
院
・
摂
関
家
等
の
四
方
拝
に
奉
仕
し

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
儀
式
の
詳
細
が
日
記
に
記
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
特

に
、
天
皇
の
四
方
拝
に
於
い
て
行
事
蔵
人
と
し
て
事
に
当
た
っ
た
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
記
録
は
設
営
の
段
階
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
記
述
は
殆
ど

（
１
）

儀
式
書
の
次
第
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
な
る
。

天
皇
・
院
や
摂
関
の
日
記
も
基
本
的
に
は
〝
職
〟
に
関
わ
る
記
録
と
言
え
よ

う
が
、
そ
れ
ら
に
載
る
四
方
拝
の
記
事
は
、
儀
式
書
の
次
第
に
倣
う
形
で
、
儀

式
開
始
以
前
の
沐
浴
・
設
営
の
段
階
か
ら
書
き
起
こ
す
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、

そ
の
日
の
儀
式
が
定
式
通
り
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
後
世
の

範
例
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
記
主
に
と
っ

て
は
、
儀
式
の
主
催
が
即
ち
“
職
”
の
一
環
な
の
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
は
公
的

な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

即
ち
、
冒
頭
に
御
座
の
設
営
の
次
第
を
置
く
の
は
、
公
の
儀
式
で
あ
る
宮
中

四
方
拝
を
記
す
場
合
の
、
典
型
的
な
、
し
か
も
古
式
に
則
っ
た
叙
述
方
法
で
あ

る
。
し
か
し
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
件
の
文
章
は
、
単
に
そ
う
し
た
類
型
に

拠
っ
た
も
の
と
い
う
ば
か
り
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
よ
う

に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
文
章
に
は
、
四
方
拝
の
次
第
の
一
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
、
本
格
的
な
儀
式
叙
述
へ
の
導
入
部
分
と
し
て
置
か
れ
た
と
い
う
趣
が

感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
九
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先
に
述
べ
た
通
り
、
諸
司
官
人
の
奉
仕
の
様
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
冒

頭
の
文
章
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
於
い
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
既
に
幾

つ
か
の
儀
式
に
つ
い
て
『
建
武
年
中
行
事
』
の
叙
述
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た

が
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
天
皇
と
公
卿
・
殿
上
人
の
属
す
る
空
間
の
み

に
視
野
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
装
束
に
関
す
る
説
明
は
、

天
皇
作
法
・
公
卿
作
法
の
披
露
さ
れ
る
舞
台
装
置
の
紹
介
と
し
て
、
或
い
は
蔵

人
作
法
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
諸
司
官
人
の
奉
仕
そ
れ
自
体
に

記
述
の
眼
目
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
様
々
な

儀
式
の
記
事
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
官
僚
組
織
を
基
本
と
す
る
律
令
国
家

の
儀
式
世
界
で
は
な
く
、
専
ら
天
皇
と
近
臣
に
よ
る
内
廷
的
な
そ
れ
な
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
件
の
文
章
は
、
当
の
四
方
拝
の
記
事
の
中
で
さ
え
も
、
浮
き
上
が
っ

た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
の
風
景
の
中
で
、
あ
れ
ほ
ど
賑
わ
わ
し
く
活
躍

し
て
い
た
奉
仕
の
官
人
等
の
存
在
は
、
そ
の
後
の
記
事
に
於
い
て
は
、
き
っ
ぱ

り
と
そ
の
痕
跡
を
絶
つ
。
諸
司
官
人
ば
か
り
か
、
蔵
人
等
、
天
皇
に
近
く
奉
仕

す
る
人
々
の
影
さ
え
薄
い
。
奉
仕
の
者
た
ち
に
遍
く
向
け
ら
れ
て
い
た
視
線
は

何
時
の
間
に
か
消
え
失
せ
て
、
そ
の
後
の
記
事
で
は
、
殆
ど
天
皇
の
み
で
完
結

す
る
か
の
よ
う
な
儀
式
の
様
が
、
周
囲
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
独
立
し
た
空
間
の

中
に
描
か
れ
て
行
く
。

　

以
下
に
、
そ
の
様
を
具
体
的
に
見
て
行
く
が
、
本
文
を
読
む
に
あ
た
っ
て
は
、

『
江
家
次
第
』
「
四
方
拝
事
」
と
『
雲
図
抄
』
「
正
月
正
朔
寅
剋
四
方
拝
事
」
と

を
、
比
較
の
対
象
と
し
て
適
宜
利
用
し
た
い
。
『
江
家
次
第
』
の
次
第
は
儀
式
遂

行
の
主
体
を
組
織
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
儀
式
叙
述
の
典
型
で
あ
る
。
ま
た
、
藤

原
重
隆
の
『
雲
図
抄
』
は
、
殿
上
人
の
宮
廷
儀
式
に
於
け
る
心
得
を
記
し
た
も

の
で
あ
り
、
『
江
家
次
第
』
と
同
時
期
の
成
立
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
儀
式
叙
述

は
全
く
異
な
る
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
の
比
較
は
、
本
文
の
特
質

四
〇

を
際
立
た
せ
る
の
に
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

さ
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
四
方
拝
の
記
事
は
、
基
本
的
に
天
皇
の
動
作
に
沿

う
形
で
場
面
を
展
開
さ
せ
て
行
く
。

大
宋
御
屏
風
、
庭
に
た
て
め
ぐ
ら
し
て
、
御
座
を
北
向
に
よ
そ
ふ
。
と
の

も
り
の
つ
か
さ
御
湯
を
供
す
〔
こ
れ
よ
り
さ
き
に
、
御
ゆ
す
る
あ
る
べ
し
〕
。

御
ゆ
ど
の
は
て
ぬ
れ
ば
、
寅
の
時
に
、
み
う
ち
き
の
人
め
し
て
、
御
装
束

た
て
ま
つ
る
。
黄
櫨
染
の
御
砲
つ
ね
の
ご
と
し
。

＊
「
み
う
ち
き
の
人
」
＝
『
群
書
類
従
』
本
「
み
う
さ
き
の
人
」
。

『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』
に
拠
り
改
め
る
。
以
下
同
。

『
雲
図
抄
』
の
次
第
で
は
、
最
初
に
「
追
儺
畢
奉
二
─
仕
御
装
束
一
」
と
あ
り
、
行

事
蔵
人
が
御
座
の
設
営
に
奉
仕
す
る
と
定
め
る
。
そ
の
場
面
が
、
『
建
武
年
中
行

事
』
で
は
、
先
に
採
り
上
げ
た
冒
頭
の
文
章
に
、
蔵
人
以
下
の
活
躍
す
る
風
景

と
し
て
描
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
実
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
と
っ
て
、

蔵
人
以
下
に
よ
る
装
束
奉
仕
は
、
儀
式
以
前
の
序
章
に
過
ぎ
な
い
。
『
雲
図
抄
』

に
拠
る
と
、
東
庭
の
奉
仕
が
終
わ
り
、
刻
限
至
れ
ば
、
蔵
人
が
そ
の
旨
を
天
皇

に
報
告
す
る
と
い
う
。
『
建
武
年
中
行
事
』
が
実
質
的
に
四
方
拝
の
次
第
と
し
て

扱
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
の
儀
式
、
そ
の

本
番
は
、
装
束
奉
仕
が
全
て
完
了
し
た
後
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

清
涼
殿
の
東
庭
に
は
太
宋
屏
風
が
立
て
巡
ら
さ
れ
、
そ
の
中
に
属
星
拝
の
座
・

天
地
四
方
拝
の
座
・
陵
を
拝
す
る
座
が
、
そ
れ
ぞ
れ
北
向
き
に
し
つ
ら
わ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
既
に
御
座
の
準
備
は
整
っ
て
い
る
。
舞
台
装
置
の
整
っ
た
と
こ

ろ
で
、
天
皇
は
、
洗
髪
・
沐
浴
し
て
身
を
清
め
、
装
束
を
整
え
て
儀
式
の
場
に

臨
む
。
本
文
の
言
う
の
は
、
専
ら
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
と
の
も

り
の
つ
か
さ
御
湯
を
供
す
。
」
と
言
う
場
合
も
、
そ
の
主
体
は
主
殿
の
官
人
で
は

な
く
、
彼
ら
の
奉
仕
を
受
け
て
御
湯
を
召
す
天
皇
で
あ
ろ
う
。

　
　

清
涼
殿
の
三
問
の
か
う
し
を
あ
げ
て
、
出
お
は
し
ま
す
道
と
す
〔
雨
ふ
る
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時
は
、
御
座
を
ゆ
ば
殿
に
ま
う
け
た
る
に
よ
り
て
、
が
く
の
間
よ
り
い
で

さ
せ
給
ふ
。
が
く
の
間
と
は
南
よ
り
五
間
、
二
間
の
そ
ば
な
り
〕
。

筵
道
、
ふ
た
ん
を
し
き
て
、
屏
風
の
下
に
い
た
る
。
う
へ
の
を
の
こ
ど
も

し
そ
く
さ
す
。
近
衛
中
将
御
剣
に
さ
ぶ
ら
ふ
。
屏
風
の
下
に
て
、
蔵
人
頭

御
笏
を
ま
ゐ
ら
す
。

天
皇
出
御
の
様
で
あ
る
。
天
皇
は
、
清
涼
殿
の
南
第
三
間
よ
り
東
庭
に
出
る
。

そ
の
た
め
、
第
三
問
の
格
子
だ
け
が
予
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
は
布
毯
の

筵
道
の
上
を
歩
む
。
脂
燭
を
手
に
し
た
数
人
の
殿
上
人
、
昼
御
座
の
御
剣
を
捧

げ
る
近
衛
次
将
を
先
に
立
て
て
、
天
皇
は
歩
ん
で
行
く
。
屏
風
の
下
に
至
れ
ば
、

そ
こ
に
控
え
た
蔵
人
頭
が
、
天
皇
に
笏
を
進
め
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
に
は
、
雨
儀
の
場
合
は
弓
場
殿
を
式
場
と
す
る
の
で
、
天

皇
は
額
の
間
か
ら
出
る
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
は
錯
誤
が
あ
ろ
う
。
雨
雪
を

避
け
る
た
め
に
東
庭
で
は
な
く
屋
根
の
あ
る
弓
場
殿
で
儀
式
を
行
お
う
と
い
う

の
に
、
雨
儀
に
限
っ
て
南
第
三
間
で
は
な
く
南
第
五
間
か
ら
出
る
の
で
は
、
弓

場
殿
ま
で
の
道
の
り
が
却
っ
て
遠
く
な
っ
て
し
ま
い
、
本
来
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
『
江
家
次
第
』
装
束
奉
仕
の
次
第
に
拠
れ
ば
、
東
庭
に
出
御
の
路
は
、
も

と
も
と
第
三
問
或
い
は
額
の
間
。
ま
た
、
雨
儀
に
は
弓
場
殿
に
御
座
を
設
け
る

が
、
そ
の
場
合
、
殿
上
の
小
板
敷
の
下
よ
り
筵
道
を
敷
き
、
無
名
門
を
出
て
弓

場
殿
に
到
る
、
と
す
る
。
お
そ
ら
く
実
際
に
は
、
雨
雪
の
場
合
は
第
三
問
・
額

の
問
い
ず
れ
も
用
い
る
こ
と
な
く
、
殿
上
の
間
か
ら
出
御
と
い
う
略
儀
を
採
っ

た
の
で
あ
る
。

ま
づ
北
辰
を
拝
す
る
座
に
て
二
拝
〔
属
星
の
名
を
と
な
ふ
〕
。
次
に
天
地
四

方
を
拝
す
る
座
に
着
き
給
ふ
。
御
座
の
上
に
に
く
を
し
く
。
北
む
き
に
て

天
を
拝
し
、
い
ぬ
ゐ
に
向
ひ
て
地
を
拝
す
。
子
の
方
よ
り
卯
・
む
ま
・
と

り
、
四
方
お
の
お
の
み
な
二
拝
な
り
。
御
座
の
前
に
、
白
木
の
机
に
香
花

燈
を
置
け
り
。
北
辰
を
拝
す
る
座
に
式
筥
を
お
く
〔
蔵
人
、
こ
れ
を
お
く
〕
。

も
し
二
陵
あ
ら
ば
、
う
し
ろ
に
又
一
帖
こ
れ
を
し
く
。
お
の
お
の
両
段
再

拝
な
り
。
御
座
は
、
皆
両
め
ん
の
み
じ
か
き
た
ゝ
み
な
り
。

御
拝
の
場
面
で
あ
る
。
屏
風
の
中
に
入
っ
た
天
皇
は
、
ま
ず
属
星
拝
の
座
に

着
く
。
属
星
の
名
を
称
え
て
二
拝
。
次
に
天
地
四
方
を
拝
す
る
座
に
着
く
。
北

に
向
か
っ
て
天
を
拝
し
、
西
北
に
向
か
っ
て
地
を
拝
し
、
北
東
南
西
の
順
に
各
々

再
拝
す
る
。
天
皇
の
両
親
が
故
人
の
場
合
は
、
こ
の
後
さ
ら
に
二
陵
を
拝
す
る

座
に
着
き
、
各
々
四
拝
す
る
。

本
文
に
は
属
星
拝
の
呪
文
を
載
せ
な
い
が
、
儀
式
書
や
日
記
の
類
で
は
、
当

の
次
第
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
を
伴
う
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
四

方
を
拝
す
る
順
序
は
北
か
ら
始
ま
る
が
、
日
記
等
に
照
ら
せ
ば
、
東
か
ら
始
め

て
東
南
西
北
の
順
に
拝
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
但
し
、
『
江
家
次
第
』
天
地
四

方
拝
の
次
第
の
注
記
に
は
、
北
か
ら
始
め
る
と
す
る
『
九
条
年
中
行
事
』
の
説

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
述
に
も
一
定
の
根
拠
の
あ
る
こ

と
を
伺
わ
せ
る
。
即
ち
、
本
文
に
は
若
干
の
異
例
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
次
第

そ
の
も
の
と
し
て
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
常
識
の
線
を
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
、
御
座
に
つ
い
て
の
説
明
が
随
所
に
挿
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
の
儀
式
書
や
日
記
等
で
あ
れ
ば
、
官
人
に

よ
る
装
束
奉
仕
の
次
第
の
核
心
を
な
す
事
柄
と
し
て
、
天
皇
出
御
以
前
に
記
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
『
江
家
次
第
』
「
四
方
拝
事
」
の
次
第
構
成
は
、
お
お
よ
そ
次
の
通

り
。
『
江
家
次
第
』
の
次
第
は
、
前
項
に
紹
介
し
た
『
内
裏
儀
式
』
の
そ
れ
と
大

筋
に
於
い
て
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
。

追
儺
後
、
主
殿
寮
御
湯
を
供
す
─
─
鶏
鳴
、
掃
部
寮
御
装
束
に
奉
仕
す
─
─

寅
一
刻
、
出
御
─
─
天
皇
、
属
星
を
拝
す
─
─
天
地
四
方
を
拝
す
─
─
山

陵
を
拝
す
─
─
還
御
。
所
司
御
座
等
を
撤
す

四
一
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そ
の
う
ち
、
装
束
奉
仕
の
次
第
「
鶏
鳴
掃
部
寮
奉
二
仕
御
装
束
こ
の
内
容
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

清
涼
殿
東
庭
に
葉
薦
を
敷
き
、
そ
の
上
に
長
筵
を
敷
き
、
そ
の
上
に
太
宋

屏
風
八
帖
を
敷
く
。

御
座
三
所
を
設
く
。
前
日
、
書
司
、
蔵
人
所
に
紙
・
脂
燭
・
香
等
を
請
う
。

属
星
を
拝
す
る
座
〔
西
〕

座
前
の
机
に
香
・
華
・
燈
を
置
く
。
近
例
、
天
地
を
拝
す
る
座
の
前

に
も
ま
た
、
燈
を
置
く
。

天
地
を
拝
す
る
座
〔
東
〕

座
前
の
机
に
華
・
香
を
置
く
。

以
上
の
座
、
短
帖
を
敷
く
。
天
地
を
拝
す
る
座
、
別
に
褥
を
敷
く
。

蔵
人
、
御
座
の
右
の
机
に
御
笏
・
内
裏
式
を
置
く
。

陵
を
拝
す
る
座
〔
畳
を
敷
く
〕

中
階
の
下
よ
り
屏
風
の
西
頭
に
至
り
筵
道
を
敷
く
。
南
第
三
間
の
格
子
を

上
げ
出
御
の
路
と
す
。

『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
で
は
、
天
皇
が
天
地
四
方
を
拝
す
る
と
い
う
次
第
の

中
に
、
「
御
座
の
上
に
に
く
を
し
く
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
装
束
の
説
明
が
挿
入

さ
れ
る
。
『
江
家
次
第
』
に
あ
る
通
り
、
天
地
四
方
を
拝
す
る
座
に
は
、
短
帖
の

上
に
、
さ
ら
に
褥
を
敷
く
。
そ
の
こ
と
を
、
本
文
で
は
、
御
座
の
設
営
に
奉
仕

す
る
官
人
の
心
得
と
し
て
で
は
な
く
、
御
拝
に
臨
む
天
皇
の
視
界
に
入
る
で
あ

ろ
う
御
座
の
様
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
御
座
の
前
に
、
白
木
の
机
に
香
花
燈
を
置
け
り
。
」
と
い
う
の
は
、
『
江
家
次

第
』
を
見
る
と
、
属
星
拝
・
天
地
四
方
拝
そ
れ
ぞ
れ
の
座
前
の
こ
と
か
と
も
思

え
る
。
だ
が
『
江
家
次
第
』
の
引
く
「
天
禄
四
年
記
」
、
及
び
『
雲
図
抄
』
の
指

図
で
は
、
属
星
拝
・
天
地
四
方
拝
の
座
が
西
・
東
に
並
ぶ
そ
の
前
に
、
香
炉
の

机
・
作
花
の
机
・
燈
（
『
雲
図
抄
』
指
図
の
「
香
」
は
誤
り
か
）
の
机
を
東
西
方

四
二

向
に
一
列
に
並
べ
置
く
と
し
て
い
る
の
で
、
『
建
武
年
中
行
事
』
も
こ
の
説
に

拠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
北
辰
を
拝
す
る
座
に
式
筥
を
お
く
。
」

と
い
う
の
は
、
勿
論
、
御
座
に
近
く
机
を
立
て
て
、
そ
の
上
に
内
裏
式
の
筥
を

置
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、
『
江
家
次
第
』
で
は
、
お
そ
ら
く
属
星
拝
・
天
地
四
方

拝
の
両
座
の
右
（
東
）
に
式
の
筥
の
机
を
置
く
と
し
て
い
る
の
で
、
本
文
が
、

属
星
拝
の
座
の
右
、
即
ち
天
地
四
方
拝
の
座
と
の
間
に
置
く
と
言
う
の
と
は
異

な
る
と
思
う
。

　

要
す
る
に
、
本
文
で
は
、
天
皇
が
天
地
四
方
を
拝
す
る
と
い
う
段
に
な
っ
て

当
の
御
座
の
様
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
視
線
を
周
囲
に
巡
ら
し
て
、
属
星
拝
・

天
地
四
方
拝
の
座
前
に
あ
る
香
・
華
・
燈
の
机
や
、
傍
ら
に
あ
る
式
の
筥
の
机

に
つ
い
て
説
明
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
陵
を
拝
す
る
次
第
の
後
に

「
御
座
は
、
皆
両
め
ん
の
み
じ
か
き
た
ゝ
み
な
り
。
」
と
あ
る
の
も
、
属
星
拝
・

天
地
四
方
拝
・
二
陵
拝
の
全
て
の
次
第
を
説
明
し
た
後
に
、
翻
っ
て
、
三
座
に

共
通
す
る
し
つ
ら
い
の
特
徴
を
補
足
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
四
方
拝
の
記
事
の
最
終
場
面
に
進
も
う
。

御
拝
は
て
ゝ
入
ら
せ
給
。
蔵
人
頭
、
御
さ
う
か
い
・
御
笏
を
給
は
る
。

御
拝
を
了
え
た
天
皇
は
、
清
涼
殿
内
に
還
り
入
る
。
蔵
人
頭
は
、
天
皇
の
草

鞋
と
笏
と
を
受
け
と
る
、
と
。
問
題
は
「
蔵
人
頭
、
御
さ
う
か
い
・
御
笏
を
給

は
る
。
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
先
の
本
文
に
拠
れ
ば
、
天
皇
は
御
拝
の
た
め
屏

風
に
入
る
際
に
初
め
て
笏
を
取
っ
た
は
ず
。
そ
れ
が
、
復
路
で
は
笏
を
取
っ
た

ま
ま
殿
に
還
る
と
い
う
の
は
不
審
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
天
皇
は
儀
式
終
了
と

と
も
に
自
ら
用
い
た
小
道
具
を
、
ま
る
で
下
役
人
に
対
す
る
よ
う
に
蔵
人
頭
に

下
賜
す
る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
『
江
家
次
第
』
で
は
、
特
に
天

皇
出
御
の
次
第
に
於
い
て
、
蔵
人
頭
が
御
裾
に
候
し
、
五
位
蔵
人
が
御
笏
を
持

ち
、
六
位
以
上
の
蔵
人
が
式
の
筥
を
持
つ
と
い
う
よ
う
に
、
蔵
人
の
役
割
を
細

か
く
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
勿
論
『
雲
図
抄
』
も
同
様
で
あ
る
。
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し
か
し
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
、
先
の
天
皇
出
御
の
場
面
で
は
、
威
儀
を

正
し
て
前
行
す
る
近
衛
次
将
や
殿
上
人
の
姿
は
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
も
、
蔵
人
等

の
影
は
薄
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
最
終
場
面
に
至
っ
て
初
め
て
、
黒
子
役
を
務
め

た
蔵
人
方
の
労
を
天
皇
自
ら
ね
ぎ
ら
う
と
で
も
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

率
直
に
言
っ
て
、
件
の
本
文
は
、
資
料
の
誤
読
等
に
よ
る
錯
誤
の
可
能
性
が

高
い
と
思
う
。
『
雲
図
抄
』
に
拠
れ
ば
、
蔵
人
頭
は
、
天
皇
出
御
の
際
、
御
裾
に

候
す
る
と
と
も
に
、
草
鞋
を
供
す
る
役
を
も
務
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
皇
が

御
拝
の
た
め
に
屏
風
に
入
る
と
、
蔵
人
頭
は
、
蔵
人
よ
り
御
笏
を
伝
え
取
り
天

皇
に
献
ず
る
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
、
蔵
人
頭
は
天
皇
の
草
鞋
を
賜
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
皇
が
御
拝
を
了
え
た
頃
、
蔵
人
頭
は
天
気
を
伺

い
屏
風
を
開
い
て
笏
を
賜
り
蔵
人
に
下
す
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
、
蔵
人
頭

は
、
殿
に
戻
る
天
皇
の
た
め
に
、
先
に
賜
っ
た
草
鞋
を
再
び
献
じ
た
は
ず
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
儀
式
に
於
い
て
、
蔵
人
頭
が
笏
を
賜
る
の
は
、
天
皇
が

御
拝
を
了
え
て
屏
風
か
ら
出
る
際
の
こ
と
で
あ
り
、
一
方
、
草
鞋
を
賜
る
の
は
、

天
皇
が
御
拝
の
た
め
に
屏
風
に
入
る
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
違
例
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
四
方

拝
記
事
の
個
性
は
、
一
層
く
っ
き
り
と
見
え
て
来
る
。
天
皇
が
東
庭
の
式
場
か

ら
立
ち
去
っ
て
も
、
そ
れ
で
全
て
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
諸
司
に
は
、
御

座
を
撤
す
る
と
い
う
重
要
な
仕
事
が
控
え
て
い
る
の
だ
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』

の
関
心
は
、
官
人
の
任
務
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
天
皇
の
行
動
に
注
が
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
儀
式
の
本
番
が
終
わ
っ
た
後
の
天
皇
作
法
が
、
た
と

え
そ
れ
が
違
例
の
作
法
で
は
あ
っ
て
も
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
天
皇
を
主
体
と
し
て
、
そ
の
動
き
に
沿
い
、
そ
の
視
線
を
追
う
形
で
儀

式
の
輪
郭
を
描
く
と
い
う
叙
述
の
姿
勢
が
、
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確

認
で
き
る
。

　

さ
て
、
本
文
に
一
通
り
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
度
、
冒
頭
の
文
章

に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
天
皇
の
四
方
拝
を
記
す
場
合
、
最
初
に
御
座
の
設
営

の
次
第
を
置
く
の
は
、
一
つ
の
類
型
と
し
て
確
立
し
た
叙
述
方
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
件
の
文
章
は
、
四
方
拝
の
次
第
の
一
と
言
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
実
質
的
な
儀
式
叙
述
へ
の
導
入
と
し
て
置
か
れ
た
と
考
え
る
の

が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
儀
式
叙
述
と
の
間
に
は
、
天
皇
の
視
線
に

沿
っ
た
描
写
で
あ
る
と
い
う
共
通
項
は
あ
っ
て
も
、
視
線
の
赴
く
先
、
関
心
の

所
在
と
い
っ
た
点
で
は
、
決
定
的
な
質
の
違
い
が
あ
る
。
官
人
等
に
よ
る
奉
仕

の
風
景
は
、
四
方
拝
の
一
場
面
と
し
て
で
は
な
く
、
天
皇
主
体
の
儀
式
世
界
に

入
る
た
め
の
前
置
き
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
前
置
き
の
文
章
と
後
の
儀
式
叙
述
と
の
間
に
見
ら
れ
る
視

点
の
質
的
な
相
違
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

四
方
拝
は
宮
中
年
中
行
事
の
最
初
の
儀
式
で
あ
る
か
ら
、
四
方
拝
の
記
事
の

冒
頭
の
文
章
は
、
同
時
に
『
建
武
年
中
行
事
』
と
い
う
作
品
の
幕
開
け
を
告
げ

る
文
章
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
定
の
〝
読
者
〟
を
想
定
し
、
そ
の
〝
読
者
〟

を
宮
廷
儀
式
の
世
界
に
誘
う
文
章
で
あ
る
。
〝
読
者
〟
の
想
定
は
、

も
ゝ
し
き
の
う
ち
、
は
た
と
せ
の
春
秋
を
お
く
り
む
か
へ
て
、
今
も
か
つ

見
る
う
ち
の
事
ど
も
は
、
お
ぼ
つ
か
な
か
る
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
い
ま

さ
ら
に
か
き
つ
け
ん
も
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
心
ち
す
れ
ど
（
後
略
）

と
い
う
序
文
か
ら
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
奉
仕
の

人
々
を
描
く
視
線
に
感
じ
ら
れ
る
暖
か
み
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
〝
読
者
〟
に

対
す
る
語
り
か
け
の
親
し
さ
と
、
同
一
の
性
格
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
天
皇
と
臣
下
と
。
宮
廷
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
世
界
に
同
じ
愛
着
を
抱
く
仲

間
と
し
て
の
共
感
。
天
皇
は
、
人
々
の
生
き
生
き
と
立
ち
働
く
様
を
描
き
つ
つ
、

自
ら
の
主
催
す
る
宮
中
の
儀
式
世
界
に
、
親
し
く
〝
読
者
〟
を
誘
っ
て
行
く
。

　

そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
儀
式
の
世
界
は
、
天
皇
の
視
線
に
導
か
れ
た
、
天

四
三
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皇
自
身
を
主
人
公
と
す
る
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ど
う
や
ら
実
体

験
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
資
料
や
見
聞
に
よ
る
故
実
研
究

の
成
果
を
も
と
に
再
構
成
さ
れ
た
虚
構
の
世
界
で
あ
る
ら
し
い
。

　

例
え
ば
四
方
拝
の
記
事
に
於
い
て
も
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、
漢
文
資
料
の

誤
読
等
に
由
来
す
る
か
と
お
ぼ
し
き
違
例
の
記
述
が
幾
つ
か
認
め
ら
れ
た
。
天

皇
家
に
生
ま
れ
た
者
に
と
っ
て
、
四
方
拝
は
、
公
的
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示

す
特
別
の
儀
式
で
あ
る
。
『
江
家
次
第
』
等
に
よ
れ
ば
、
宮
中
四
方
拝
は
天
皇
の

み
の
儀
式
で
あ
り
、
東
宮
で
あ
っ
て
も
公
的
儀
式
と
し
て
四
方
拝
を
行
う
こ
と

（
２
）

は
な
い
。
こ
の
語
り
手
、
〝
天
皇
〟
が
、
実
際
に
は
、
未
だ
宮
中
四
方
拝
を
体
験

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
高
い
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
語
り
手
に
と
っ
て
、
宮
廷
の
儀
式
世
界
は
、
愛
着
の
対

象
で
は
あ
っ
て
も
、
〝
読
者
〟
に
向
け
て
の
親
し
い
語
り
か
け
の
姿
勢
や
、
奉
仕

の
官
人
に
対
す
る
暖
か
な
視
線
を
、
そ
の
ま
ま
保
ち
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
馴
染

み
深
く
自
由
に
振
る
舞
う
こ
と
の
出
来
る
空
間
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
冒

頭
の
文
章
と
儀
式
叙
述
と
の
間
に
見
ら
れ
る
視
点
の
質
的
変
化
の
背
景
に
も
、

或
い
は
、
そ
う
し
た
事
情
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

最
後
に
、
後
醍
醐
天
皇
と
も
関
わ
り
深
い
人
物
に
よ
る
宮
中
四
方
拝
の
記
事

を
引
い
て
お
こ
う
。
日
野
名
子
の
日
記
『
竹
む
き
が
記
』
で
あ
る
。
名
子
は
、

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
中
先
代
の
乱
に
謀
反
の
か
ど
で
後
醍
醐
天
皇
に
よ
り

斬
殺
さ
れ
た
西
園
寺
公
宗
の
室
。
引
用
す
る
の
は
、
彼
女
が
光
厳
天
皇
の
典
侍

と
し
て
仕
え
て
い
た
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）
、
天
皇
が
富
小
路
内
裏
に
遷
御
し

て
初
め
て
迎
え
た
正
月
元
旦
の
記
事
で
あ
る
。

年
か
へ
り
つ
ゝ
、
珍
し
き
玉
の
台
に
光
を
そ
へ
た
る
春
の
色
な
れ
ば
、
お

の
お
の
思
こ
と
な
く
ぞ
見
交
す
べ
き
。
ほ
の
ぼ
の
と
す
る
に
四
方
拝
あ
り
。

清
涼
殿
の
南
の
第
三
の
間
を
上
げ
て
御
道
と
な
る
。
庭
に
大
宋
の
御
屏
風

を
立
て
め
ぐ
ら
し
て
、
御
拝
あ
り
。
御
剣
の
次
将
、
南
に
候
ふ
。
御
挿
鞋

四
四

の
役
人
、
西
に
候
。

　

新
し
い
内
裏
で
新
春
を
迎
え
、
宮
仕
え
の
人
々
は
誰
も
が
皆
、
晴
れ
や
か
な

表
情
で
互
い
に
会
釈
を
交
わ
し
合
う
。
ほ
の
ぼ
の
と
夜
が
明
け
る
頃
、
御
殿
の

前
庭
で
四
方
拝
が
行
わ
れ
る
。
御
殿
の
第
三
間
の
格
子
が
上
げ
ら
れ
、
天
皇
が

出
御
。
庭
に
は
屏
風
を
立
て
巡
ら
し
て
御
座
が
し
つ
ら
わ
れ
て
お
り
、
天
皇
が

御
拝
に
臨
む
。
御
拝
の
間
、
御
剣
の
次
将
が
屏
風
の
南
に
控
え
、
御
草
鞋
の
役

の
人
は
西
に
候
す
る
。
新
た
な
年
の
始
め
、
天
皇
の
安
泰
を
祈
る
儀
式
は
、
こ

う
し
て
、
つ
つ
が
な
く
執
り
行
わ
れ
た
、
と
。

　

天
皇
に
側
近
く
仕
え
る
女
房
の
視
点
か
ら
描
か
れ
た
四
方
拝
の
様
。
新
春
を

言
祝
ぐ
導
入
の
部
分
に
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
四
方
拝
の
冒
頭
の
文
章
と
通
ず

る
も
の
も
感
じ
ら
れ
る
。
宮
仕
え
の
仲
間
た
ち
が
互
い
に
交
わ
し
合
う
、
暖
か

く
親
し
げ
な
視
線
。
『
建
武
年
中
行
事
』
の
冒
頭
も
、
『
竹
む
き
が
記
』
の
よ
う

な
女
房
の
仮
名
日
記
が
編
み
出
し
た
宮
中
風
景
描
写
の
手
法
を
、
ど
こ
か
で
意

識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
と
は
異
な
り
、
『
竹
む
き
が

記
』
の
視
点
は
、
四
方
拝
の
描
写
に
移
っ
て
も
質
的
に
変
化
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
同
じ
、
女
房
と
し
て
の
視
点
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
宮
仕
え
の
仲
間
た
ち
に

向
け
ら
れ
て
い
た
視
線
を
、
そ
の
ま
ま
主
の
天
皇
に
転
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
視
線
は
、
天
皇
の
動
き
に
沿
い
な
が
ら
も
、
常
に
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
殿

内
か
ら
儀
式
の
様
子
を
見
守
る
と
い
う
立
場
を
崩
し
て
は
い
な
い
。

　

事
実
の
記
録
を
基
本
と
す
る
日
記
に
於
い
て
は
、
現
実
の
天
皇
と
仕
え
人
と

と
の
間
に
あ
る
格
差
が
直
接
に
反
映
す
る
。
記
主
は
、
あ
く
ま
で
も
女
房
と
し

て
、
主
の
儀
式
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
事
情
は
、
仮
に
記

主
が
四
方
拝
に
奉
仕
し
た
蔵
人
等
近
臣
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
四
方
拝
の
各
場
面
が
、
女
房
等
の
仕
え
人
で
は
な
く
、
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天
皇
の
視
線
か
ら
す
る
描
写
を
貫
い
て
い
る
こ
と
は
、
『
竹
む
き
が
記
』
と
の
比

較
に
よ
っ
て
も
、
よ
く
分
か
る
。
そ
こ
で
疑
問
が
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
が
、
後
醍

醐
が
在
位
の
う
ち
に
当
の
記
事
を
編
ん
だ
と
す
れ
ば
、
何
も
問
題
は
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
実
体
験
に
基
づ
い
て
書
か

れ
た
と
は
、
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。
一
方
、
『
建
武
年
中
行
事
』
が
在
位
中
の
著

述
で
は
な
い
と
す
る
と
、
臣
下
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
天
皇
の
視
線
で
天
皇
の

儀
式
を
描
く
と
い
う
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

勿
論
、
『
建
武
年
中
行
事
』
と
事
実
の
記
録
と
し
て
の
日
記
と
は
、
全
く
性
格

が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
虚
構
で
あ
れ
ば
、
天
皇
を
語
り
手
と
し
て
仮
構
し
、

天
皇
の
視
線
で
、
あ
た
か
も
実
体
験
で
あ
る
か
の
よ
う
な
描
写
を
す
る
こ
と
も
、

あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
て
、
今
は
解
決
す
る
術
を
何
も
持
た
な
い
。

当
面
は
、
疑
問
の
ま
ま
に
答
え
を
保
留
し
て
お
く
よ
り
他
な
い
の
が
、
残
念
で

あ
る
。

注
（
1
）　

例
え
ば
、
前
項
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
『
親
信
卿
記
』
天
禄
四
年
正
月
一

日
条
。
当
時
、
親
信
は
六
位
蔵
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
行
事
蔵
人
と
し
て
円
融

天
皇
の
四
方
拝
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
永
昌
記
』
長
治
二
年
（
一
一

〇
五
）
正
月
一
日
条
も
、
装
束
に
つ
い
て
詳
し
く
記
す
。
記
主
の
藤
原
為
隆
が

五
位
蔵
人
と
し
て
儀
式
に
奉
仕
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
蓋
然
性
の
高

い
の
は
、
異
母
弟
の
泰
隆
が
行
事
蔵
人
と
し
て
装
束
の
事
に
当
た
っ
た
た
め
、

特
に
こ
れ
を
記
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　

『
江
家
次
第
』
に
「
東
宮
無
二
四
方
拝
一
」
な
ど
と
あ
る
。
同
じ
く
『
江
家
次

第
』
に
は
「
幼
主
設
レ
座
不
レ
拝
」
と
も
あ
り
、
元
服
以
前
の
幼
帝
の
場
合
に
は

御
座
の
設
け
の
み
で
出
御
は
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
幼
年
に
配
慮
し
て
の
略

儀
で
あ
っ
て
、
儀
式
そ
の
も
の
を
行
な
わ
ぬ
東
宮
の
場
合
と
は
事
情
を
異
に
す

る
。
藤
原
忠
実
の
『
殿
暦
』
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
正
月
一
日
条
に
「
主
上

今
年
始
有
四
方
拝
」
と
す
る
の
は
、
前
年
に
十
一
才
で
元
服
し
た
鳥
羽
天
皇
が

即
位
後
八
年
目
に
初
め
て
四
方
拝
を
行
っ
た
と
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、

趣
旨
と
し
て
は
、
初
め
て
出
御
あ
り
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
一
定
の
地
位
に
就
い
て
後
に
初
め
て
四
方
拝
を
行
う
と
い
う
慣
例
は

摂
関
家
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
『
殿
暦
』
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
正
月
一
日
条

に
拠
れ
ば
、
前
年
に
内
大
臣
に
昇
っ
た
忠
通
が
、
こ
の
日
、
二
十
才
の
正
月
を

迎
え
て
初
め
て
四
方
拝
を
行
っ
て
い
る
。
庶
人
が
私
に
四
方
拝
を
行
っ
た
こ
と

は
、
『
江
家
次
第
』
の
他
『
永
昌
記
』
（
注
1
に
同
じ
）
に
拠
っ
て
も
確
認
で
き

る
が
、
諸
大
夫
層
の
場
合
も
や
は
り
、
個
人
の
四
方
拝
を
行
う
に
つ
い
て
は
、

そ
の
家
格
な
り
に
相
応
の
条
件
を
課
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊
本
文
出
典
一
覧

『
建
武
年
中
行
事
』
『
雲
図
抄
』
『
年
中
行
事
歌
合
』

『
江
家
次
第
』

『
内
裏
儀
式
』
『
内
裏
儀
式
疑
義
弁
』

『
親
信
卿
記
』
『
江
記
』

『
法
性
寺
関
白
記
』

『
玉
葉
』

『
宣
胤
卿
記
』
『
中
右
記
』

『
殿
暦
』

『
二
中
歴
』

『
竹
む
き
が
記
』

─
─
以
上
、
『
群
書
類
従
』

─
─
『
神
道
大
系
』

─
─
以
上
、
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書
』

─
─
以
上
、
『
大
日
本
史
料
』

─
─
『
古
事
類
苑
』

─
─
国
書
双
書
刊
行
会
編
『
玉
葉
』

─
─
以
上
、
『
増
補
史
料
大
成
』

─
─
『
大
日
本
古
記
録
』

─
─
『
改
訂
史
籍
集
覧
』

─
─
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』

原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
注
記
は
〔　

〕
内
に
一
行
書
き
と
し
た
。

ま
た
、
引
用
に
あ
た
っ
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
松
註
解
・
所

功
校
訂
『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』
を
参
考
に
仮
名
遣
い
・
文
字
遣
い
等
を
改
め
、

『
内
裏
儀
式
』
に
つ
い
て
は
私
に
句
読
点
を
加
え
た
。

四
五




